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一
般
会
計
72
億
9
7
0
0
万
円

歳 出

民生費
１８億４，４90万円
（２５．3％）

公債費
１２億９，４０３万円
（１７．７％）

教育費
１２億２，０２３万円
（１６．７％）総務費

１０億５，９９3万円
（１４．５％）

衛生費
６億９，９５9万円
（９．6％）

土木費
６億４，０８８万円
（８．8％）

消防費
２億７，２６３万円
（３．8％）

その他
２億６，４８1万円
（３．6％）

水道事業会計予算

収　入

支　出

収　入

支　出

６億９８9万円

５億３，９８２万円

４，４５２万円

７，４１３万円

△ 0.4

△ 8.0

△ 74.4

△ 51.5

収益的

予　算　額 対前年比率（％）

資本的

歳出　その他の内訳 

合　計　　　2億6,481万円 

   

農林商工費 
議会費 
予備費 
災害復旧費 
諸支出金 

■予算額 ： 千円単位四捨五入

 …………………1億995万円
………………………1億476万円

……………………………5,000万円
………………………………8万円

…………………………………2万円

民 

生 

費

総 

務 

費

　

高
齢
者
、障
害
者
福

祉
、医
療
費
の
助
成
、子

育
て
な
ど
の
事
業
に
か

か
る
経
費

　

職
員
の
人
事
管
理
や

広
報
、徴
税
、戸
籍
、住
民

基
本
台
帳
、選
挙
な
ど

の
事
業
に
か
か
る
経
費

公 

債 

費

衛 

生 

費

　

町
が
借
り
入
れ
た
町

債
の
元
金
や
利
子
の
返

済
に
か
か
る
経
費

（
※
王
寺
駅
北
側
の
再

開
発
事
業
の
返
済
な

ど
）

　

が
ん
検
診
、予
防
接

種
の
ほ
か
、健
康
づ
く

り
、環
境
衛
生
、ご
み
の

収
集
・
処
理
な
ど
に
か

か
る
経
費

教 

育 

費

土 

木 

費

　

小
中
学
校
な
ど
の
学

校
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
施

設
、公
民
館
、図
書
館
な

ど
の
社
会
教
育
に
か
か

る
経
費

　

都
市
計
画
、道
路
、橋

り
ょ
う
、河
川
、公
園
な

ど
の
整
備
に
か
か
る
経

費

　収入では、４，４５２万円で、主なものは新設加入金です。
　支出では、７，４１３万円で、主なものは配水設備改良費
６，１６７万円などを計上しています。

　給水戸数８，６９８戸で年間総配水量２５８万４千㎥を
見込んでいます。
　収入では、６億９８9万円で、主なものは給水収益の６
億円となっています。
　支出では、５億３，９８２万円で、主なものは県営水道の
受水費で、年間総配水量の５９％にあたる１５２万㎥、２億
２，３４４万円を計上しています。

財
政
用
語
辞
典

（資本的収支）

（収益的収支）
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平
成
22
年
度

予
算

保
井
町
長
の
さ
ら
な
る
公
約
実
現
を
め
ざ
し
た
当
初
予
算
が
、３
月
の
町
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
は
、特
に
民
生
費
と
教
育
費
に
重
点
を
置
き
、民
生
費
は
、乳
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、医
療・福

祉
の
各
種
施
策
を
実
施
す
る
も
の
で
、新
た
に
老
人
無
料
Ｊ
Ｒ
運
賃
補
助
事
業（
Ｊ
Ｒ
イ
コ
カ
カ
ー
ド
）の

導
入
な
ど
、前
年
比
１
８
．９
％
の
増
、教
育
費
は
、学
校
等
教
育
施
設
の
耐
震
補
強
工
事
な
ど
前
年
比

５
６
．４
％
の
増
、土
木
費
は
、前
年
比
４
６
．４
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳 入

町税
２９億３，６１８万円
（４０．3％）

地方交付税
１５億７，０００万円
（２１．５％）

国庫支出金
７億３，８99万円
（１０．１％）

歳入　その他の内訳   

合　計　　 6億3,770万円
   

会計別予算額

地方消費税交付金
繰入金
分担金及び負担金
諸収入
地方譲与税
自動車取得税交付金
利子割交付金
財産収入
地方特例交付金
配当割交付金
寄附金
交通安全対策特別交付金
株式等譲渡所得割交付金
繰越金

…………1億7,820万円
………………………1億4,905万円

……………9,429万円
……………………………6,680万円

………………………5,701万円
……………1,893万円

……………………1,680万円
…………………………1,672万円

…………………1,461万円
………………………948万円

………………………………901万円
………400万円
………279万円

……………………………………1万円

町債
６億４，３４０万円
（８．８％）

県支出金
４億１，７２２万円
（５．７％）

使用料及び手数料
３億５，３５1万円
（４．9％）

その他
６億３，７７０万円
（８．７％）

区　　　　　分 予　算　額
72億9,700万円
45億3,024万円
21億9,600万円

982万円
2億3,371万円

351万円
12億2,800万円
8億5,920万円

118億2,724万円

対前年比率（％）
△ 5.2
△ 8.3
△ 0.2
34.5
5.6
33.1
4.8

△ 35.8
△ 6.4

一 般 会 計

合　　　計

特 別 会 計
国民健康保険特別会計
老 人 保 健 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
墓 地 取 得 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
下 水 道 事 業 特 別 会 計

町
　
税

国
庫
・
県
支
出
金

　

み
な
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
い
た
税
金
で
、

王
寺
町
で
は
町
民
税
と

固
定
資
産
税
が
町
税
全

体
の
お
よ
そ
９
割
を
占

め
ま
す
。

　

特
定
の
事
業
を
行
う

際
に
、そ
の
経
費
の
財

源
と
し
て
国
・
県
か
ら

支
出
さ
れ
る
負
担
金
や

補
助
金
な
ど
で
す
。

地
方
交
付
税

町
　
債

　

所
得
税
な
ど
国
の
税

金
の
一
部
が
毎
年
市
町

村
へ
配
分
さ
れ
ま
す
。

全
国
ど
の
町
で
も
必
要

最
小
限
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
交
付
さ
れ
る

も
の
で
す
。　

　

主
に
建
設
事
業
の
資

金
と
し
て
国
や
銀
行
な

ど
か
ら
借
り
入
れ
る
も

の
で
す
。

　

家
庭
で
い
う「
ロ
ー

ン
」に
あ
た
り
ま
す
。

財
政
用
語
辞
典

特
別
会
計
の
内
訳
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　小学３・４年生で使用する社会科副読本「わたした
ちのまち王寺」を改訂します。わがまち王寺を学習し、
郷土愛の精神を育みます。 

　幼児期は感受性に優れ、言語能力の発達に最適で
あり、また小学校では平成２３年度から完全実施とな
る小学５・６年生の外国語（英語）活動を円滑に進め、
子どもたちのコミュニケーション能力を養うため、引
き続き外国人講師を活用し、これからの国際化社会
に対応した教育環境をめざします。 　学校施設は児童生徒が一日の大半を過ごす学習・

生活の場であり、災害発生時には地域住民の避難場
所となることから、今年度においては、耐震補強に
係る工事費を計上し、早期完成をめざし取り組んで
いきます。 

　これまでの一般住宅の耐震診断補助では、診断を受けて
も改修には大きな負担が生じ、特に高齢者の住まれる住宅
の耐震化が進まない状況にあるため、新たに耐震補強に係
る補助制度を設け、住宅の耐震化を進めていきます。

　消防庁が推進する地域防災スクールモデル事業の採択を
受け、町内３小学校を拠点に自主防災組織、消防団、西和
消防組合が連携を図り、防災教育の普及や資機材の整備を
進めるなど、地域や学校の協力を得て「減災」への取り組
みを実施します。 

　学校等での人権学習の充実に努め、毎月１１日の「人
権を確かめ合う日」の街頭啓発や差別をなくす町民
集会、地域別の人権学習懇談会の開催など、引き続
き地域、家庭、関係団体が一体となって取り組みます。 

　年４回実施され
る町内一斉のク
リーンキャンペー
ンやボランティア
グループによる
ＣＣＣ活 動 な ど、
世代を超えて多く
の方に参加いただ

き、王寺町が誇る住民活動として定着しています。今
後も地域、住民、事業所と行政とのパートナーシップ
により実施していきます。 

平成22年度の主　な事業の取り組み

☆学校施設等耐震補強工事 
 ５億４,９８９万円

☆既存木造住宅耐震化支援事業  １７3万円

☆地域防災スクールモデル事業 ２５０万円

　業務の効率化、経費の削減、安全な情報環境を図るため、
経年した電算システムから、新システムに移行するもので、
平成２３年度の本格稼動に向け、細心の注意を払いながら
進めていきます。

☆西和消防組合分担金 ２億４,３12万円

☆新規電算システム更新事業
 １億９,６４２万円

☆水と緑のネットワーク事業費 １,２６７万円

☆下水道事業特別会計繰出金 
 ４億９,０５9万円 

☆葬斎場事業（静香苑環境施設組合分担金）
 １億２４２万円 

☆ごみ焼却処理事業 
　（香芝・王寺環境施設組合分担金）
 １億８,８３3万円 

☆人権推進・人権教育　　　　　　１,502万円 

☆幼稚園・小学校外国語（英語）活動事業
　　　　　　　　　　　　　　　　  ３２6万円

平成２２年度の一般会計予算に　　 ついて、主な使いみちを紹介します。
くわしくは、別紙（平成２２年度　  王寺町施政方針）をご覧ください。

生活環境 安全・安心

情報基盤

教　　　育

▲王寺小学校 ▲王寺中学校

☆「わたしたちのまち王寺」発刊　 　　160万円
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　今年度より対象年齢を満７０歳に引き下げ、より多
くの方に利用いただけるよう敬老事業の拡充を行い
ます。

平成22年度の主　な事業の取り組み

☆保育所運営事業及び助成金 ３億１,３０８万円 

☆子ども手当給付事業 ３億９,４９４万円 

　特定健康診査や特定保健指導を実施し、住民の継
続的な自主管理と健康づくりを支援することで、健康
寿命の延伸や医療費の削減をめざします。 
　がん検診では、さらに利用しやすい仕組みづくりを
検討し、子宮がん・乳がん検診と女性特有のがん検
診の受診を推進します。

　昨年度の新型インフルエンザ発生時には、感染予
防の広報に努め、医師会に協力いただき、集団接種
を実施しましたが、今後も感染症予防では迅速に、正
確な情報と予防法
を提供し、安心な
生活の実現をめざ
します。 

　妊婦健康診査における公費負担拡充の継続によ
り、今後も妊婦の経済的負担を軽減し、県主導の産
婦人科一次救急体制の整備で、妊婦や胎児の安全・
安心な生活を支援して
いきます。 
　また、住民による主
体的な健康課題への取
り組みを支援し、健康
増進法に基づき、新た
に取り組むべき目標を
検討していきます。

☆生活習慣病検診事業  ２,１４６万円

☆予防事業　　　　　　　　　　  ４,３５８万円 

☆健康づくり事業 　　　　　　　　３,３３６万円

☆福祉医療費助成事業  ７,７７4万円

■予算額：千円単位四捨五入

☆障害者自立支援給付事業
　　　　　　及び地域生活支援事業 
 １億８,５８6万円

☆ふれあいシルバーウォーク事業 　　  １３1万円

☆老人無料入浴補助事業 ８３７万円

平成２２年度の一般会計予算に　　 ついて、主な使いみちを紹介します。
くわしくは、別紙（平成２２年度　  王寺町施政方針）をご覧ください。

　対象年齢を満７０歳に引き下げ、居住地の違いに
よる不公平感を是正し、戸外で交流を深め、健康増
進に役立てていただけるように、従来からのバスカー
ドのほかにＪＲ等の公共交通をご利用いただける
イコカカードが加わり、どちらかのカードの選択性
となります。 

　初年度は、５,５００円分をご利用いただけます。
（デポジット５００円を含め、６,０００円のカードを交
付します）

☆老人無料ＪＲ運賃補助事業
　（ＪＲイコカカード導入） １,２００万円 

☆老人無料バス運賃補助事業 
 ２,９４1万円 

福　　　祉

　町が委託する保育園では、保護者の多様なニーズに対
応した特別保育が実施されており、園児たちの保育環境
の充実を図るため、引き続き支援していきます。

　国の方針に基づき、養育に係る経済的負担を軽減するた
め、中学校修了までの児童生徒を対象に、一人につき月額
１３,０００円を支給します。

　昨年度より、町が運営する学童保育事業では保護者の負
担を軽減するため、保育料を無料にしていますが、町が委託
する民間の学童保育所においても、保護者のニーズに応え、
きめ細かな保育が行えるよう支援を行っていきます。

▲従来のバスカード【写真左】か、イコカカード【写真右】のどちらか
　選んでご利用いただけます 

☆保育所学童保育委託事業 １,７６４万円




